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は じ め に 
 

 「平成 30年度京都大学電波科学計算機実験装置(KDK)研究成果報告書」

をお届けいたします。 

 

 全国共同利用研究機関である京都大学生存圏研究所では、平成 5 年度

より、宇宙プラズマおよび超高層大気中の電波科学に関する計算機実験

のための専用計算機システムとして、「京都大学電波科学計算機実験装置

(KDK)」を導入し運用を開始しました。平成 10 年度には、計算機実験の

更なる発展に寄与するため、「先端電波科学計算機実験装置(A-KDK)」を

導入し、平成 15年度後期にはシステムのレンタル更新に伴い、512 GBの

共有型主記憶をもつスーパーコンピュータからなる新しい A-KDK を導入

しました。平成 20年度後期には、2.5ノード分(1ノードあたり 1TB)の共

有メモリ型マシンを京都大学学術情報メディアセンターに設置すること

によりマシン統合を行いました。平成 24年度には、超並列計算用のシス

テム A、小規模並列計算用のシステム B、共有メモリ型並列計算用のシス

テム C（1ノードあたり 1.5 TB）の 3つのシステムからなる装置に更新し、

多様なモデルの計算機実験が効率良く実行できるようになりました。平

成 28 年度後期には装置の更新を行い、システム A では 11,832 の超並列

計算が、システム Cではノード当たり 3.0 TBの共有メモリ型並列計算が

可能となりました。共有のディスクスペースは 1 PBを超え、大規模数値

計算が出力する膨大な結果を記録できるようになりました。 

平成 30 年度は、一般公募のもと専門委員会において採択された 32 件

の研究プロジェクトをもとに運用を行い、それぞれ素晴らしい研究成果

をあげました。本報告書は、平成 30年度における KDKを用いた研究プロ

ジェクトの研究成果をまとめたものです。お忙しい中、原稿を準備頂い

た各研究代表者の方々に心より御礼申し上げます。  

 

 

                           平成 31年 3月 

                       京都大学電波科学計算機実験専門委員会 
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